
 

 

 

第４７回 通常総会  
 

議 案 書 
 
 
 

[日 時]  平成 27年 6月 26日(金) 午後 1時半～午後3時 
[会 場]  文京シビックセンター ５階 
      区民会議室 ＡＢ (エレベーター反対側右奥) 

      

 
[交通案内図] 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

東京メトロ 後楽園駅・丸の内線    4a・5番出口    徒歩 1分 
南北線         5 番出口     徒歩 1分 
都営地下鉄春日駅三田線・大江戸線   文京シビック連絡口）  徒歩 1分 
JR 総武線 水道橋駅      東口      徒歩 9分 

一般社団法人 婦人発明家協会 
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第４７回 総会次第  （平成２７年６月２６日開催） 

 

- - - - - - - - -     午後１時半～午後３時（予定）     - - - -  

 

１ 開会の言葉       司会 

２ 議長挨拶        議長 

３ 議事録署名人選任      議長 

４ 議事         議長 

 第１号議案  平成26年度  事業報告 

第２号議案 平成27年度  事業計画（案） 

第３号議案  平成26年度  収支決算報告・監査報告  

 第４号議案 平成27年度  収支予算（案） 

 第５号議案 補充理事の選任 

５ 連絡等 

６ 閉会の言葉       司会 

 

- - - - - - - - -      閉会 午後３時（予定）      - - - - - -  

（休憩１０分） 

-  -  -  -  -  -  -   新年度に付き、商品審査等の説明 -  -  -  -  -  -  

 

- - - - - - - - -   ミニ常会 (午後４時３０分頃終了予定)    - - -  
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☆第１号議案  平成 26 年度＜事業報告＞(平成 26 年 4 月 1 日～平成 27 年 3 月 31
日) 
    
 第４６回通常総会において承認された平成２６年度事業計画に基づいて、全国商工会連
合会による助成金を活用した「第４８回なるほど展」を初めとする各事業を、会員の皆
様のご協力のもと、多くの関係機関、講師及び審査員の先生方のお陰をもって初期の目
的を達成することが出来たことを、感謝を込めてご報告いたします。 
 
第４８回なるほど展の開催 
 1.会  期  平成２７年２月１８日(水)～２６日(木) 
 2.会  場  東京芸術劇場 地下１階 アトリエ ウエスト・アトリエイースト(18日～26日)、

５階 シンフォニースペース・ギャラリーⅡ(23日～26日)、その他  
 3.後  援  文部科学省 厚生労働省 特許庁 東京都 (公社)発明協会 日本弁理士会 
        日本放送協会 読売新聞社 日本商工会議所 (公財)日本編物手芸協会 
 
会員の努力・成果の発表・販売の場であると同時に、公募発明展の発表の場であり、発

明・アイデアに関心ある人々の様々な問題に応える契機ともなる「なるほど展」は、協

会にとって 1年間の活動の集大成と位置づけられますが、ことに本年は特別なものとな
りました。 
全国商工会連合会から「地域力活用市場獲得支援事業 地域振興等期間主催型 広域展示
販売・商談会補助事業」という大変に長い名前の大きな補助金が受給できたことにより、

第 48 回なるほど展はスケールを拡げると共に、外部スタッフの起用によって準備・運
営における会員の負担軽減をはかることもできました。 
 
＜成果＞ 
１．	
 発明コンクール	
 

助成金を受託できたおかげで十分な宣伝ができ、発明そのものについて高い感心を引き寄せ

ることができました。次回はぜひコンクールに応募したい！という声も多く、発明への感心

も高まりました。	
 

２．	
 即売会	
 

テレビや新聞の扱いが大きかったことは売上に大きく貢献しました。今まで資金面で実現し

なかった商品説明ＤＶＤやなるほど物語（個人毎１頁の冊子）を作成でき、出品者とバイヤ

ーの双方から大変好評でした。また会場には通販会社や問屋の来場が多く見受けられました。	
 

都営の芸術の殿堂という会場本来の目的により、本年も販売行為への制約を多く受けること

になりましたが、前年の経験による「サジ加減」で上手に乗り切れました。	
 

３．	
 発明なんでも広場及び発明をモノにする公開講座	
 

発明家の来場者から「今までの悩みがこの期間毎日通うことで全て解決して嬉しかった」な

どのお礼状をいただき、来年も是非参加したいといった声も寄せられました。出品者だけで
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なく、広く発明家の経済活動（商品化や販路開拓）を底支えすることができたことを実感し

ました。また、東京都の担当者が「中小企業とのアイデアマッチングを行いたいとちょうど

考えていた」とテレビを見て来場されるなど、様々な角度から高く評価されたイベントとな

りました。商談会では、把握している商談件数が 28 件となりました（この内 5,6 件が成約

にむけて商談中）。	
 

４．	
 全体	
 

このたびは助成金に言葉通り助けられ、大変立派なイベントとして開催することができまし

た。社会的発明商品の便利さ楽しさ、そして経営的メリットが認知され、イベント終了後も

取材や問い合わせが実際増えました。 
５．	
 そして、皇室より常陸宮妃殿下にご視察の栄を賜ることができ、本展開催の社会的意義の重

みと責任を実感しました。 
 
販売イベント 
○神奈川県の小田急線新百合ヶ丘駅近「ＯＰＡ」の販売イベント、同じく小田急線海老名駅近「○
Ｉ○Ｉ」の販売イベントに希望者が参加しました。 
○助成金事業の一環として、平成27年２月１日～４日「新宿駅西口広場イベントコーナー」に
て、第４８回なるほど展出店希望者がプロによる実演販売の特訓を受けながら販売しました。 
 
会計より 
○今年度は協会の会計に加えて助成金の会計がありました。助成金は、１つの出金ごとに、支払伺書、

仕様書、見積書、相見積書、納品書、積算請求書、完了報告書、｛契約書｝他証拠書類などが必要で、

処理が完了するのに６月までかかりました。	
 

○協会の会計の方では、前会計担当副会長が自宅に持ち帰った会計関係の書類がようやく本年の５月

１９日に返却されたということで、それまで確認できない部分がございました。	
 

※売上金銀行振込時の銀行リスト等一分確認できない書類があり、現在調査中です。	
 

※キャッシュカードは返却されないませんでしたが新しく作り直し無事に運営されています。	
 

 
常 会（企画） 

ほぼ毎月１回の常会を開催しました。 
26年 4/18 睦化工 株式会社 様 話題の３Ｄプリンタを目の前で体験 

5/29 有限会社 南信化工 様 どこまでも奥が深い「色々な樹脂」の話 
6/28 総会後のミニ常会 親睦を兼ねた会員による商品紹介 
7/5 双葉工芸印刷 株式会社 杉浦陽一郎先生 商品の見せ方、伝え方 
8/22 発明談義 みなさんが講師:出願済作品 
9/25 株式会社 エイス社長 山田歩先生 アイデアを商品化する道しるべ(ウィメイク主宰) 
10/29 中沢信子会長 自分の夢をかなえた「私の物語」、他 
11/26 株式会社 サカエ工業社長 池添亮先生 講演、プラスチック製品のプレゼン 
12/26 見学会 ミニ忘年会 凸版ミュージアム見学・活版印刷の体験、食事会 
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27年   1/28 売れるカリスマ販売者 丸山秀樹先生 新年会、販売テクニック指導 
2/18～26 第４８回なるほど展 

 3/30 ①ベテラン会員３名・新会員３名 ①商品化への道 体験談 ②な展のビデオ鑑賞  
4/28 株式会社 榧(かや) 吉本翔太先生 縫製注文の仕方、実例を基に素材や縫製方法 

 
これとは別に、 
・１０月２９日と１１月２６日に商工会連合会による助成金を活用した、第４８回なるほど展のた
めの「商品ビデオ撮影会」を行いました。 
・昨年末、広瀬写真スタジオで第４８回なるほど展出店者の商品写真撮影を行いました。 
・１１月の常会で２度目のサカエ工業様とのマッチング会を行いました。 
・平成２７年２月１日～４日の新宿駅西口の販売イベントでは、カリスマ実演販売者を招いて、販
売のノウハウを学びました。 
 
広 報 
なるほど新聞の発行 
マスコミへの対応 
マスコミへの取材依頼 
常会情報の告知欄投稿 
ウェブページの更新 
 
総 務 
○	
   理事会議事録作成 
○	
   法務局に辞任届、就任届の提出 
○	
   常会の準備、会費の集金 
○	
   事務用品の購入 
○	
   後援団体への公文書作成、担当者との調整、ご挨拶など。 
○	
   理事会の招集 
 
理事会の開催 
理事会はほぼ毎月１回以上開催しました。例年の議題に加えて、芸術劇場でのなるほど展の開催
について話し合いました。 

 
平成２５年度理事会開催報告 
第１回 
4／22 

① 下北沢トライアル店舗、及び、なるほど展の売り上げ報告 ②今後なるほど
展ではバーコードの使用を検討 ③なるほど展の反省 ④仮払い金の請求と
支払について ⑤４月１日付で公益から一般社団法人へ移行 

第２回 
5／29 

① 月毎の会計報告について②２６年度の事業計画を検討 ③商品審査について 

第３回 
6／19 

① 会計監査の報告 ②投票で理事を選出 ③6月26日の総会後の常会について 

臨時理事会 ① 亀岡紀代子理事が新会長に就任 ②仕事の担当者を決める、次回に持ち越し 
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6／29 
臨時理事会 

7／14 
① 東武百貨店でのなるほど展開催が不可の場合の対策について ②前執行部の
事務員への退職金増額支払いについて③販売における売上金の分配について 

④商品審査について ⑤仕事の分担の検討 ⑥事務員の採用について 
第４回 
7／20 

① 理事の役割分担の決定と役割表の作成 ②会計報告 ③助成金を使っての、
東京芸術劇場でのなるほど展の役割について ④なるほど展の企画検討 

第５回 
8／24 

① 定款の確認 ②協会宛て郵便物の取り扱いの確認 ③ 電話転送に関する件 
④ なるほど展の１次審査の日程と審査員について ⑤な展サポータ―の検討 

第６回 
9／29 

① 亀岡会長辞任に付、中沢信子新会長就任 ②飯田孝子副会長辞任に伴い、網
代理事が副会長に選出 ③な展応募状況と１次審査、ヤマト見積りの報告 
④電話転送対応の件 

第７回 
10／29 

① 会員の新商品審査 ②１次審査報告 ③ ウェブレターの使用について 
④商品撮影について ⑤新宿西口での販売申込みと他の販売イベントについて 

第８回 
11／20 

①会計に関する報告 ②助成金運営会議の報告 ③撮影会の手伝いについて 
④１２月常会の検討 ⑤ 新百合ヶ丘、海老名各販売イベントについて 

第９回 
12/26 

① ２次審査の報告 ②来年度からのな展募集要項の記載内容について ③新
百合ヶ丘販売実績と今後のイベントの検討 ④会計の経理処理の外部依頼の件 

第１０回 
H27/3/7 

① なるほど展の報告と反省 ②入会希望者への対応 ③助成金事業の報告 
④ 各販売の売上金の清算について ⑤３月常会の検討 

 

☆第２号議案  平成 27年度＜事業計画（案）＞   
(平成２７年４月１日～平成２８年３月３１日) 

 発明考案の奨励普及を通して、文化的生活レベルの向上と科学技術の振興に寄与することを基
本方針とし、本年度も、新規性・進歩性に富んだ発明考案の奨励に努め、次の活動をすすめます。 
 
第４９回なるほど展の開催 
平成２７年６月１３日、１４日の２日間、東京国際フォーラムにて特許庁１３０周年記念イベ
ント「TOKYO  IP  COLLECTION 2015」が開催されました。これに婦人発明家協会が全国の発
明団体の中でただ一つ、展示招待されました。この余勢を借りて「第４９回なるほど展」に向け
て 
今年はさらに公開された特許情報を基に全国の発明家に、発明コンクールの応募を呼び掛けます。 
コンクールについては例年通りの方針で平成２７年７月より募集要項配布、開催は 平成２７年
２月～３月の予定。 
 
通販事業を開始  ・・・存続以来の懸案事項であった、通販事業を早期実現に向けて検討して
います。 
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常 会 (企画)   ・・・予定 
４月  縫製注文の仕方、実例を基に素材や縫製方法を学ぶ  
５月  講演 「①ヒット商品に学ぶ、発明成功への道 ②ニュースリリースの作成と配布」 
６月  総会 後フリーマーケット  ７月  講演 特許庁 
８月  夏休み      ９月  講演 物造り 
１０月 通販で取り上げられる商品とは １１月 見学会 
１２月 講演 特許と実用新案との違い、意匠の価値  
１月  新年会      ２月  なるほど展    
３月  なるほど展の反省会 

広 報・・・予定 
なるほど新聞の発行、マスコミへの対応、マスコミへの取材依頼、常会情報の告知欄投稿 
ウェブページの更新、 
 
☆第３号議案  理事の補充 
理事の補充について、５月２３日必着で理事候補者推薦の募集を行い、６月９日の理事会で推薦の
可否を決定いたしました。その結果、理事会として承認された理事候補者は下記の通りです。 
理事：川平 稔己  椎名 りえ子  鈴木 富佐江 
監事：加納 正子  三根 京子                    (以上５０音順) 
 
商 品 審 査  
[方針] 客観的で透明性のある商品審査の仕組みを構築したいと考えています。 

 
[商品審査の申し込み] 
①まず、協会にＦＡＸをしてください。 
②商品審査担当者から、審査対象商品の必着日の連絡をします。 
③必着日に、商品が協会に届くように記録の残る方法で発送してください。 
④理事会で審査をして、結果をお知らせします。 

現在のところ、次のようなルールを考えています。（考え中です） 
① 特許取得済           → フリーパス 
② 意匠取得済（根幹となるアイデアに関わる部分の意匠）  → フリーパス 
③ 実用新案取得済、評価６         → フリーパス 
④ なるほど展で特賞、なるほど章を受賞      → フリーパス 
＊ 便宜的手段として、少なくともこの①～④は、自動的にOKとする。 
＊ これ以外は外部有識者の判断を仰ぐことを含めて個々に検討する。 
＊ ①～④でなくても商品審査を通過する可能性はある。 
（①～④の状態で商品審査に出して頂けると大変ありがたいですし、結果も早く出せます） 
いずれの場合も、一旦OKとなった後に問題が発覚し却下となる可能性もあります。 
 


